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女
性
の
抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
迷
い
（
Ｄ

Ｖ
、
セ
ク
ハ
ラ
、
家
族
の
問
題
、
人
間
関

係
な
ど
）
を
一
緒
に
考
え
、
次
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
す
お
手
伝
い
を
す
る
「
女
性
相

談
」
（
予
約
制
）
が
、
４
月
か
ら
変
わ
り

ま
す
。
相
談
場
所
が
八
潮
駅
前
出
張
所
相

談
室
に
移
転
す
る
と
と
も
に
、
相
談
開
催

日
が
毎
週
水
曜
日
と
な
り
、
利
用
し
や
す

く
な
り
ま
す
。
相
談
に
は
専
門
の
女
性
相

談
員
が
応
じ
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
安
心
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
推
進
す

る
た
め
、
市
内
で
活
動
す
る
サ
ー
ク
ル
等

団
体
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
と
し
て
毎
月

１
回
、
八
潮
駅
前
出
張
所
相
談
室
に
お
い

て
「
八
潮
女
性
サ
ロ
ン
」
を
開
催
し
ま
す
。

相
談
・
交
流
の
詳
細
は
、
男
女
共
同
参
画

課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

女
性
相
談
予
約
受
付
電
話
　
蕁
９９６
・
２
１

５
９
（
月
曜
日
〜
金
曜
日
　
午
前
８
時
３０

分
〜
午
後
５
時
１５
分
）
 

J
男
女
共
同
参
画
課
蕁
A
８
１
１
 

   　
平
成
２０
年
４
月
１
日
か
ら
市
内
中
小
企

業
者
向
け
制
度
融
資
の
事
務
手
続
き
の
流

れ
が
変
わ
り
ま
す
。
 

　
融
資
審
査
会
を
廃
止
し
、
毎
月
２５
日
の

申
込
締
め
切
り
か
ら
、
随
時
受
け
付
け
に

変
わ
り
、
手
続
き
の
期
間
が
短
縮
さ
れ
ま

す
。
 

J
商
工
振
興
課
蕁
A
２
０
２
、
４
７
９
 

  Q
５
月
９
日
〜
平
成
２１
年
３
月
１３
日
　
（
原

則
毎
回
金
曜
日
・
全
６０
回
）
　
午
前
１０
時

〜
午
後
３
時
３０
分
 

L
埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
 

N
手
話
奉
仕
員
養
成
講
習
会
修
了
者
も
し

く
は
同
程
度
で
、
聴
覚
障
害
者
福
祉
に
関

わ
る
活
動
に
１
年
以
上
携
わ
り
、
埼
玉
県

登
録
手
話
通
訳
者
と
し
て
活
動
す
る
意
欲

の
あ
る
方
 

R
３０
人
（
選
考
あ
り
）
 

P
無
料
（
教
材
費
別
）
 

M
４
月
１
日
か
ら
１５
日
（
必
着
）
ま
で
に
、

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

市
障
害
福
祉
課
で
配
布
す
る
申
込
書
を
、

埼
玉
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ
ー
（
〒
３３０

・
０
０
７
４
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
北
浦
和

５
―
６
―
５
、
蕁
０４８
・
８１４
・
３
３
５
１
）

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
 

   　
４
月
１
日
開
設
に
先
立
ち
実
施
し
ま
す
。
 

Q
３
月
２８
日
貊
・
２９
日
貍
　
午
前
１０
時
〜

午
後
６
時
※
ご
都
合
の
良
い
時
間
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
 

同
時
開
催
記
念
講
演
会
 

●
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
と
は
何
か
 

Q
３
月
２８
日
貊
　
午
後
１
時
３０
分
〜
 

O
講
師
＝
小
南
吉
彦
さ
ん
（
ナ
イ
チ
ン
ゲ

ー
ル
看
護
研
究
所
所
長
）
 

●
音
楽
療
法
の
魅
力
 

Q
３
月
２９
日
貍
　
午
後
１
時
３０
分
〜
 

O
講
師
＝
高
本
恭
子
さ
ん
（
音
楽
療
法
士
）
 

M
講
演
会
参
加
希
望
の
方
は
、
電
話
等
で

杜
の
家
や
し
お
へ
 

J
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
杜
の
家
や
し
お

蕁
９９９
・
７
６
６
７
、
鶴
ケ
曽
根
５６７
―
１
 

  　
不
動
産
鑑
定
士
が
不
動
産
の
価
格
等
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

Q
４
月
５
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
 

L
さ
い
た
ま
市
浦
和
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
第
６
集
会
室
（
浦
和
駅
東
口
下
車
徒

歩
１
分
）
 

J
譖
埼
玉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
蕁
０４８
・

８３８
・
０
４
８
３
 

   　
市
民
の
声
ボ
ッ
ク
ス
の
電
話
版
「
ほ
っ

と
ラ
イ
ン
や
し
お
」
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

を
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、
平
成
２０

年
４
月
１
日
か
ら
休
止
し
ま
す
。
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A
３
７
３
 

       Q
３
月
２０
日
豢
〜
３０
日
豸
　
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
 

L
資
料
館
企
画
展
示
室
 

P
無
料
 

J
資
料
館
蕁
９９７
・
６
６
６
６
 

   Q
３
月
１９
日
貉
・
２０
日
豢
　
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
 

L
八
幡
公
民
館
第
二
会
議
室
 

O
１６
ミ
リ
映
画
操
作
技
術
の
取
得
お
よ
び

再
講
習
 

R
１０
人
（
申
込
順
）
 

P
無
料
 

M
３
月
１０
日
か
ら
１７
日
ま
で
に
、
窓
口
ま

た
は
電
話
で
八
幡
公
民
館
（
蕁
９９５
・
６
２

１
６
、
受
付
時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
）
へ
 

  Q
３
月
２９
日
貍
・
３０
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
５
時
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
・
ア
ネ
ッ
ク
ス
（
八
潮
駅

前
）
 

P
無
料
 

J
文
化
協
会
事
務
局
（
八
幡
公
民
館
内
）

蕁
９９５
・
６
２
１
６
 

    Q
３
月
１６
日
豸
　
午
後
１
時
３０
分
開
場
 

L
八
潮
メ
セ
ナ
大
ホ
ー
ル
 

O
▼
講
演
会
「
私
た
ち
の
ま
ち
を
き
れ
い

に
す
る
に
は
　
ま
ず
家
庭
環
境
か
ら
」
※

講
師
＝
高
橋
史
朗
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
師

範
塾
理
事
長
）
▼
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
＝
音

羽
ゆ
り
か
ご
会
（
児
童
合
唱
団
）
▼
抽
選

会
 

R
５４４
人
（
先
着
順
）
 

P
無
料
 

J
八
潮
市
商
工
会
・
高
橋
蕁
９９６
・
１
９
２

６
 

   Q
４
月
１４
日
〜
５
月
１９
日
（
５
月
５
日
を

除
く
毎
週
月
曜
日
・
全
５
回
）
　
午
前
１０

時
〜
正
午
 

L
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら

ぎ
」
日
常
生
活
訓
練
室
 

N
市
内
在
住
・
在
勤
で
身
体
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
 

K
い
ら
な
い
布
、
新
聞
紙
 

R
１０
人
（
障
害
者
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

証
の
交
付
を
受
け
た
方
を
優
先
、
そ
の
他

の
身
体
障
害
者
の
方
は
申
込
順
）
 

※
参
加
者
が
５
人
未
満
の
場
合
は
中
止
 

P
材
料
費
＝
実
費
（
作
製
時
に
徴
収
）
 

M
４
月
４
日
ま
で
に
、
窓
口
ま
た
は
電
話

等
で
社
会
福
祉
協
議
会
（
蕁
９９５
・
３
６
３

６
）
へ
 

   　
「
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
」
っ
て

知
っ
て
い
ま
す
か
？
こ
れ
は
、
中
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
、
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
が

い
る
ご
家
庭
に
配
布
さ
れ
る
「
パ
パ
・
マ

マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
優
待
カ
ー
ド
」
を
協
賛

店
舗
で
提
示
す
る
と
、
割
り
引
き
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。
 

　
こ
の
パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
の
協

賛
店
の
１
つ
で
あ
る
「
む
さ
し
の
村
」
で
、

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
協
賛
店
舗
が

出
店
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
日
限
り
の
お
得
な
サ
ー
ビ
ス
も
あ

り
ま
す
の
で
、
優
待
カ
ー
ド
を
持
っ
て
、

ぜ
ひ
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

Q
３
月
２２
日
貍
・
２３
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時
 

L
む
さ
し
の
村
（
加
須
市
志
多
見
１
７
０

０
―
１
）
 

O
▼
２２
日
＝
Ｙ
ｅ
ｓ
！
プ
リ
キ
ュ
ア
５
　

Ｇ
ｏ
Ｇ
ｏ
！
シ
ョ
ー
▼
２３
日
＝
そ
れ
い
け
!

ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
▼
両
日
＝
パ
パ
・

マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
出
店
、
警
察
車
両
展

示
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
農
産
物
販
売

な
ど
 

P
優
待
カ
ー
ド
の
提
示
で
、
入
園
料
が
大

人
（
中
学
生
以
上
）
通
常
１
１
０
０
円
、

子
ど
も
６００
円
を
そ
れ
ぞ
れ
５００
円
、
３００
円
に

割
り
引
き
。
乗
物
券
・
フ
リ
ー
パ
ス
も
割

り
引
き
あ
り
。
 

J
Ｊ
Ｔ
Ｂ
首
都
圏
大
宮
支
店
蕁
０４８
･
６４９
･

５
２
５
５
、
む
さ
し
の
村
蕁
０
４
８
０
･

６１
･
４
１
２
６
、http://www.musashin 

omura.co.jp

 

※
優
待
カ
ー
ド
の
配
布
に
つ
い
て
は
、
子

育
て
支
援
課
（
蕁
A
４
８
０
）
、
県
少
子

政
策
課
（
蕁
０４８
･
８３０
･
３
３
４
３
）
へ
 

  　
あ
る
朝
、
私
が
駅
の
ホ
ー
ム
で
電
車
を

待
っ
て
い
る
と
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
 

―
今
度
の
電
車
は
、
故
障
の
影
響
で
遅
れ

て
い
ま
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ

い
。
―
 

　
私
の
そ
ば
で
手
話
を
し
て
い
る
数
人
が
、

時
計
を
見
な
が
ら
顔
や
手
を
激
し
く
動
か

し
て
い
ま
し
た
。
 

　
そ
の
近
く
に
親
子
連
れ
が
い
て
、
子
ど

も
が
母
親
に
聞
き
ま
し
た
。
 

　
「
あ
の
人
た
ち
、
ど
う
し
た
の
？
　
な

に
し
て
る
の
？
」
 

　
母
親
は
、
何
も
答
え
ず
子
ど
も
の
手
を

引
い
て
、
そ
の
場
を
離
れ
て
い
き
ま
し
た
。
 

私
は
心
の
中
で
《
電
車
が
な
ぜ
遅
れ
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
ん
だ
。
と
て
も
困
っ

て
る
み
た
い
。
ど
う
し
よ
う
？
・
・
・
。
》

と
、
つ
ぶ
や
く
だ
け
で
遠
巻
き
に
見
て
い

ま
し
た
が
、
少
し
勇
気
を
出
し
て
、
ア
ナ

ウ
ン
ス
の
内
容
を
メ
モ
に
書
い
て
渡
し
ま
 

し
た
。
周
り
の
人
た
ち
の
視
線
を
感
じ
て
、

な
ぜ
か
顔
が
ほ
て
り
、
胸
が
ド
キ
ド
キ
し

ま
し
た
。
 

　
す
る
と
メ
モ
を
読
ん
だ
彼
か
ら
は
、
驚

き
の
表
情
と
感
謝
の
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
が
返

っ
て
き
て
、
と
て
も
胸
が
熱
く
な
り
ま
し

た
。
 

　
そ
の
時
は
じ
め
て
、
„
あ
り
が
と
う
“

の
手
話
を
覚
え
ま
し
た
。
 

 　
困
っ
た
人
を
見
か
け
た
時
、
声
を
か
け

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
経
験
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

　
相
手
を
思
い
や
る
気
持
ち
や
少
し
の
勇

気
で
、
新
し
い
出
会
い
が
生
ま
れ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
 

　
私
た
ち
一
人
一
人
が
お
互
い
を
思
い
や

り
、
勇
気
を
持
っ
て
行
動
す
れ
ば
、
心
豊

か
な
明
る
い
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

J
社
会
教
育
課
蕁
A
３
９
２
 

„
少
し
の
勇
気
“
 

藍
染
染
色
学
級
参
加
者
作
品
展
 

第
１０
回
八
潮
市
華
道
展
 

公
民
館
講
座
 

「
１６
ミ
リ
映
画
操
作
技
術
講
習
会
」
 

パ
パ
・
マ
マ
応
援
シ
ョ
ッ
プ
 

in
む
さ
し
の
村
 

身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
事
業
 

革
工
芸
教
室
 

ク
リ
ー
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
５
周
年
 

記
念
大
会
「
日
本
一
ゴ
ミ
の
少
な
 

い
ま
ち
、や
し
お
を
め
ざ
し
て
」
 

「
女
性
相
談
」
が
便
利
に
な
り
ま
す
 

中
小
企
業
者
向
け
市
融
資
制
度
の
 

事
務
手
続
き
の
変
更
 

　㈲菓子道楽「杵屋」（八潮六丁目）
さんが、地域経済に寄与している優
良な小売店として「埼玉県優良小
売店表彰優秀賞」を受賞されました。 
●受賞された喜びを 
　上田県知事から直接いただき、大
変恐縮しています。これを励みに、今
後、一層頑張って行きたいと思って
います。 
●商品づくりや店づくりについてお
聞きします 
　昭和４７年４月から市内で和菓子
店を営んできました。 
　そうした中、安全・安心という意味
で国産の物にこだわり、特にもち米は、
新潟の農家と契約して作っていただ
いています。 
　また、和菓子に合ったお店づくりと
いうことで、合掌造りをイメージして、

平成元年に今のお店に建て替えま
した。 
●和菓子教室などのお手伝いをさ
れているそうですが 
　時折、資料館やゆまにてなどで行
っている、和菓子教室のお手伝いを
させていただいています。 
　また、昨年、八潮南高校の生徒さ
んが考えた、小松菜を使ったお団子
を京都大学のトレードフェアに出品し
たいとの相談を受け、作ったところ「特
別賞」に輝き、自分のことのようにうれ
しく思いました。 
●今後の抱負について 
　「愛される店づくり」を忘れずに、
今後も本物志向にこだわり、時代に
合った商品づくりをして行きたいと思
います。 

村
山
　
豊
治
さ
ん 

埼
玉
県
優
良
小
売
店 

表
彰
優
秀
賞
を
受
賞 

（
有
）菓
子
道
楽
杵
屋 

店
主 

む
ら
や
ま
　
　
　
　
と
よ
は
る 

不
動
産
無
料
相
談
会
 

県
手
話
通
訳
者
養
成
講
習
会
 

「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
 

　
杜
の
家
や
し
お
」
見
学
会
 

「
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
や
し
お
」
 

　休
止
の
お
知
ら
せ
 

人
権
そ
れ
は
　
愛 


